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　私
わたし

たちのくらしは、プラスチックに支
し

配
はい

されています。

プラスチックは、石油から作られている合
ごう

成
せい

素
そ

材
ざい

です。

ビニール袋
ぶくろ

のようにやわらかくて薄
うす

いものもあれば、プ

ラスチックの家具などのようにかたくて厚
あつ

いものもあり、

私
わたし

たちの生活の中でじつにさまざまな形で利用されてい

ます。プラスチックは人間にとって、とても便利で安く

作ることができるために、70 年以上にわたり、広く長

く利用されてきました。

　私
わたし

たちは毎日、プラスチックの恩
おん

恵
けい

を受けています。

しかしこの便利な特
とく

性
せい

が、地球の生
せい

態
たい

系
けい

に悲
ひ

惨
さん

な結果を

もたらすことがわかってきました。プラスチックは水に

とけず、腐
くさ

ることもありません。今まで生産され使われ

てきたプラスチックは、何らかの形で自然のなかに存
そん

在
ざい

しつづけます。プラスチックが時間とともに劣
れっ

化
か

して、

細かい破
は

片
へん

になったとき、自然のなかで何が起こるで

しょう？　このように破
は

片
へん

化
か

したプラスチックのなかに

は、マイクロプラスチックがふくまれています。マイク

ロプラスチックとは、5㎜以下の大きさのプラスチック 

で、肉
にく

眼
がん

では見えないものも多くあります。それが今、

食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

のなかに入りこんでしまっていることがわかっ

てきているのです。

　国
こく

連
れん

環
かん

境
きょう

計
けい

画
かく

（UNEP）は「世界が直面しているプラ

スチックごみやマイクロプラスチックの問題は、世界中

で取りくむべき最も重要な環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

のひとつである」と

警告しています。そして、そのプラスチック汚
お

染
せん

問
もん

題
だい

を

プラスチック・スープと名づけました。

　地球表面の 71％は海です。その海には、たくさんの

プラスチックごみが集まった浮
う

き島が存
そん

在
ざい

していると思

われがちです。しかしそれは、まったくの誤
ご

解
かい

で、船の

乗組員ですら、プラスチックの浮
う

き島を見たことがある

人はほとんどいません。プラスチック・スープの現
げん

状
じょう

を

知るにはまず、海の表面に浮
う

いているもの、水中を漂
ただよ

う

もの、海底に沈
しず

んでいるものを回
かい

収
しゅう

し、それらが何かを

正
せい

確
かく

に調
ちょう

査
さ

することが必要です。

　海中のプラスチックよりも簡
かん

単
たん

に調べられるのが、波

で海岸へうち上げられたプラスチックです。世界中の海

岸では、清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

がくり返し行われています。しかし、

とても小さなプラスチックの破
は

片
へん

は誰
だれ

にも気づかれるこ

となく、とり除
のぞ

かれることはありません。

　プラスチック汚
お

染
せん

は、どこにでもあります。現
げん

在
ざい

、地

球上にプラスチック汚
お

染
せん

が見つからない場所はありませ

ん。それは川や運
うん

河
が

や海、水中、陸、空気中にでさえ存
そん

在
ざい

します。プラスチックは人間に大きな恩
おん

恵
けい

をもたらし

てきましたが、それ以上に地球に大きなダメージを与
あた

え

ました。1000 種類以上の動物が、プラスチックによっ

て何らかの影
えい

響
きょう

を受けているのです。動物たちは、プラ

スチックによってけがを負ったり、プラスチックをのど

に詰
つ

まらせて窒
ちっ

息
そく

死
し

してしまったりすることがあります。

また、すべてのプラスチックごみは、私
わたし

たちの健康にも

大きな影
えい

響
きょう

をおよぼしています。その真実をつきとめる

ことは、とても難
むずか

しい作業です。しかしまちがいなく、

プラスチック汚
お

染
せん

は、私
わたし

たちを病気にしてしまうでしょ

う。事実、人間の健康に害をおよぼすという証
しょう

拠
こ

が積み

あげられてきています。

　近い将
しょう

来
らい

、プラスチック汚
お

染
せん

の話題を耳にしない日は

なくなるでしょう。人口をふやしつづける人間は、この

奇
き

跡
せき

の素
そ

材
ざい

であるプラスチックの利用をどのようにコン

トロールすればよいのかわかっていません。この惑
わく

星
せい

の

汚
お

染
せん

は、かつてないほどのスピードで進んでいます。そ

れでも人間は、この問題を解
かい

決
けつ

しなければなりません。

もしできなければ、この問題で何
なん

世
せい

紀
き

にもわたり、未来

に生きる人びとを苦しめることになるのです。

　本書の前半（第 1 章〜第 5 章）では、プラスチック汚
お

染
せん

のある場所や、その原
げん

因
いん

を取りあげています。一方、

後半（第 6 章〜第 10 章）では、プラスチック汚
お

染
せん

を地

球上からぬぐい去るための、希望ある取りくみを紹
しょう

介
かい

し

ています。

　わかっていること、そして私
わたし

たちがとるべき行動は非
ひ

常
じょう

に明
めい

快
かい

です。しかし、私
わたし

たち人間とプラスチック汚
お

染
せん

とのたたかいは、長い苦
く

難
なん

の道のりになるでしょう。

←アメリカのメリーランド州を流れるロード川で、マンタトロール船によって回
かい

収
しゅう

されたマイクロプラスチック。
2015年メリーランド大学のランス・ヨンコス博

はく

士
し

の実験室にて撮
さつ

影
えい

。

I N T R O D U C T I O N   はじめに
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1

夢
ゆ め

のプラスチック

綿
めん

棒
ぼう

は、多くの国にあるビーチで最もふ
つうに見つかるプラスチック製

せい

品
ひん

だ。プ
ラスチック綿

めん

棒
ぼう

の販
はん

売
ばい

を禁
きん

止
し

した最初の
国は、イタリアだ。

PLASTIC FANTASTIC
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プ

210

280

矢富/SU/TA/

三校

P8

9474173

ポ
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　プラスチックの人気の高まりは、100 年ほど前
に始まりました。プラスチックごみは第二次世界
大戦後に始まった「使いすて社会」を写す鏡です。
それまで生産されていた製

せい

品
ひん

の多くが、プラス
チックにおきかわりました。たとえば、ポリエチ
レンはグラスや陶

とう

器
き

より軽くて丈
じょう

夫
ぶ

です。“ポリ
シーン”ともよばれ家庭の必

ひつ

需
じゅ

品
ひん

となり、私
わたし

たち
のくらしに取りいれられました。亜

あ

鉛
えん

製
せい

の浴
よく

槽
そう

や
洗
せん

面
めん

器
き

は、もっと軽くてモダンで明るい色合いの
プラスチックで作られるようになり、ナイロンス

トッキングやプラスチックのおもちゃも大人気と
なりました。プラスチック製

せい

の買い物袋
ぶくろ

が考案さ
れたのは、1960 年代の終わりごろです。
　私

わたし

たちの身のまわりは、プラスチックの皿やス
トロー、カップ、フォーク、ナイフ、ボトルなど
であふれています。歴

れき

史
し

上
じょう

、こんなに多様な種類
の製

せい

品
ひん

を、これほど低
てい

価
か

格
かく

で作ることはできませ
んでした。プラスチックは、大量生産できる“夢

ゆめ

の素
そ

材
ざい

”だったのです。プラスチックは、とても
安い製

せい

品
ひん

なので、使いすてでも、すぐに壊
こわ

れてし
まってもかまわないのです。
　プラスチックの発

はっ

展
てん

は、まさに革
かく

命
めい

的
てき

でした。
軽量で加工しやすく、丈

じょう

夫
ぶ

で水にも強いのです。
プラスチックはさまざまな材

ざい

質
しつ

に加工でき、使い
方は無

む

限
げん

です。食品をプラスチックで包
ほう

装
そう

する 
と、新

しん

鮮
せん

なまま長く保
ほ

存
ぞん

ができます。製
せい

品
ひん

をプラ
スチックで包めば、壊

こわ

さずに運ぶことができます。
　プラスチック製

せい

品
ひん

の種類が増
ぞう

加
か

しているだけで
はありません。プラスチック製

せい

品
ひん

が、何
なん

層
そう

ものプ
ラスチック包

ほう

装
そう

材
ざい

で包まれることもあります。し
かも、プラスチック包

ほう

装
そう

材
ざい

の平
へい

均
きん

寿
じゅ

命
みょう

はたったの
12 分間で、すぐに捨

す

てられる運命にあります。

→アメリカの写真家グレッグ・セーガル
が撮

さつ

影
えい

した写真。1週間で3人の人間が
出すごみの量を表

ひょう

現
げん

している。

使いすて
プラスチック
私
わたし

たち人間は、毎日たくさんのごみ
を出しています。ところが、ここ数
十年間、ごみの内

な い

容
よ う

物
ぶ つ

はあまり変
わっていません。なぜなら、私

わたし

たち
が出しているごみの多くが、プラス
チックであることに変わりはないか
らです。

↑もし世界のプラスチック生産が現
げん

在
ざい

の割
わり

合
あい

で続いていくと、
2050年には世界中で340億トンものプラスチックを生産
することになると考えられる。

↑プラスチック製
せい

のストローは、使いすて製
せい

品
ひん

の代表的な存
そん

在
ざい

だ。

世界のプラスチック生産量の推
すい

移
い

1950 年
200 万トン

2017 年
83 億トン

2050 年
340 億トン

300 億トン

200 億トン

100 億トン

400 億トン
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（藤
ふ じ

原
わ ら

）お会いできて光栄です。まず、この本を生みださ

れたことに敬
けい

意
い

を表します。

（アビング博
は か

士
せ

）こちらこそ。ありがとうございます。

（藤原）この本を書くきっかけとなったできごとなどがあ

れば教えてください。

（アビング博士）私
わたし

はオランダにある、プラスチック汚
お

染
せん

の問
もん

題
だい

を扱
あつか

う NGO「プラスチック財
ざい

団
だん

」で、2011 年か

ら働いています。ここで、私
わたし

は世界中のプラスチック環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

に関する論
ろん

文
ぶん

などたくさんの情
じょう

報
ほう

に触
ふ

れ、ぜひ本にす

るべきだと考えたのです。

（藤原）本の制
せい

作
さく

にあたっての苦労と、とくに気をつけた

ことは何でしょうか。

（アビング博士）まず問題になったのは、プラスチック・

スープがけっして楽しい話ではないということです。悲観

的な話ばかりでは、誰
だれ

も本を手に取ってくれません。そこ

で、プラスチック・スープについて 2 つの側
そく

面
めん

から語る

ことにしました。本の前半は、なぜプラスチック汚
お

染
せん

が始

まったのか、世界のどこで起きているのかを紹
しょう

介
かい

しました。

そして後半は、プラスチック汚
お

染
せん

を世界からとり除
のぞ

くため

の解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

を示
しめ

しています。

（藤原）この本には、漁
ぎょ

網
もう

にウミガメがからみついた写真や、

タツノオトシゴがプラスチック素
そ

材
ざい

の綿
めん

棒
ぼう

にからみついて

海を漂
ただよ

っている写真など、とてもショッキングな写真も掲
けい

載
さい

されています。環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を伝えるために、写真はどのよ

うな役
やく

割
わり

があるのでしょうか。

（アビング博士）私
わたし

は、写真には強いメッセージを伝える

力があると信じています。この本では、あえて美しいと同

時に衝
しょう

撃
げき

的
てき

な写真を選んでいます。写真が撮
と

られたときの

情
じょう

報
ほう

も書かれていて、読者はもっと強く現
げん

実
じつ

を想
そう

像
ぞう

できる

でしょう。一度見たら忘
わす

れられない写真は、社会的に大き

な反
はん

響
きょう

を巻きおこします。

（藤原）私
わたし

もそう思います。この本でも、写真のもつ力を

感じました。プラスチック汚
お

染
せん

の現
げん

状
じょう

で、何がいちばん

ショックでしたか。

（アビング博士）最もショックを受けたのは、「私
わたし

たちはプ

ラスチック・スープについて何もわかっていない」という

ことでした。マイクロプラスチックが私
わたし

たちの健康にどん

な影
えい

響
きょう

をおよぼすのか、それさえもまったく知らずに生活

しているのです。

（藤原）プラスチックが発明され、世界中で大量に使われ

るようになったのは、人類の歴
れき

史
し

のなかで 70 年ほどにす

ぎません。それでもプラスチックは、すでに生活に欠か

せないものになっています。 それを手放すということは、

とても難
むずか

しいことだと思います。

（アビング博士）そのとおりですね。この本には、「すべて

のプラスチックを排
はい

除
じょ

しよう」とは書かれていません。プ

ラスチックは人間社会の役にもたっているからです。問題

は、すぐにごみとして捨
す

てられてしまうために、大量のプ

ラスチックが作られていることです。これを消
しょう

費
ひ

者
しゃ

だけの

責
せき

任
にん

にするのではなく、企
き

業
ぎょう

や政
せい

府
ふ

も責
せき

任
にん

をもって行動し

なくてはならないと思います。

（藤原）現
げん

在
ざい

、コンピューターやテレビ、エアコンなどの

製
せい

造
ぞう

会
がい

社
しゃ

は、商品の価
か

格
かく

にリサイクル費
ひ

用
よう

を足して販
はん

売
ばい

し

ています。商品を買いかえるときに、引きかえ券
けん

などで古

い製
せい

品
ひん

を回
かい

収
しゅう

し、リサイクルに回すというシステムです。

プラスチック製
せい

品
ひん

も、このようなシステムが使えるのでは

ないでしょうか。

（アビング博士）それはいい考えだと思います。かつて

コーラやコーヒーでも、ボトルを返すとお金がもどってく

る「デポジット制
せい

度
ど

」がありました。オランダではすでに、

一部のペットボトルでその制
せい

度
ど

が始まっています。

（藤原）私
わたし

もオランダのデルフト市内のスーパーマーケッ

トで、「ボトルデポジット・マシン」を発見しました。空

のボトルを入れると金
きん

額
がく

が書かれたレシートが出てきて、

同じスーパーで買い物をするときにレシートを見せると、

その金
きん

額
がく

が値
ね

引
び

きされているようです。でも、回
かい

収
しゅう

される

のは 1L サイズ以上のボトルだけのようでしたが。

（アビング博士）そうなのです。この制
せい

度
ど

はとても効
こう

果
か

が

あり、大きなペットボトルのごみが、町なかからほとんど

なくなりました。その一方で、よく使われる 500mL の

ボトルは、いまだにポイ捨
す

てする人がたくさんいます。

（藤原）日本では、プラスチックストローやレジ袋
ぶくろ

の提
てい

供
きょう

をやめる店がようやく出てきました。といっても、プラス

チック削
さく

減
げん

の動きはまだこれから、といった印
いん

象
しょう

です。オ

ランダではどうでしょうか。

（アビング博士）オランダもレジ袋
ぶくろ

はとても安いので、効
こう

果
か

はあまり期待できないでしょう。みんながエコバッグを

持つようにならないと……。

（藤原）「プラスチック・スープ」とのたたかいで、何か効
こう

果
か

的
てき

な方法はありますか。

（アビング博士）特
とっ

効
こう

薬
やく

や簡
かん

単
たん

な解
かい

決
けつ

策
さく

はありませんが、

先ほど話題に出たデポジット制
せい

度
ど

や、レーザーを使用して

野菜や果物にマークをつける「ナチュラル・ブランディン

グ」など、新しい方法もあります。また、オランダのスー

パーマーケットには、プラスチックフリー製
せい

品
ひん

のコーナー

がすでにあり、お客さんの支
し

持
じ

を得
え

ています。

（藤原）子どもたちのほうが、大人よりも気候変動やプラ

スチック汚
お

染
せん

などの環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

に対する関心が高いように思

うのですが、いかがでしょう。

（アビング博士）はい。子どもたちは、気候変動やプラス

チック・スープなどの環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

が、親の世代に始まったこ

とを知っています。自分たちが大人になるまでに、世界が

どうなってしまうのかが不安なのではないでしょうか。親

の世代はプラスチックをどんどん消
しょう

費
ひ

しましたが、子ども

たちは、プラスチックによる環
かん

境
きょう

や健康への悪
あく

影
えい

響
きょう

に直面

する世代ですから。

（藤原）世界各国はどのように協力して、この問題を解
かい

決
けつ

すればいいのでしょうか。

（アビング博士）今後数年の間に、世界のプラスチック生

産量は、減
へ

るどころかおそらくふえていくでしょう。プラ

スチック・スープは世界的な問題であり、問題の解
かい

決
けつ

につ

ながる国
こく

際
さい

条
じょう

約
やく

に、各国は団
だん

結
けつ

して同意すべきです。しか

し、国連の一部の加
か

盟
めい

国
こく

は、環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に必要な条
じょう

約
やく

に反対しています。

（藤原）プラスチック汚
お

染
せん

の解
かい

決
けつ

に向けた行動を止めてし

まうのは、危
き

険
けん

なことですか。

（アビング博士）20 年前、プラスチック汚
お

染
せん

について関

心をもつ人はほとんどいませんでした。しかし今、この問

題を心配する人がふえてきています。多くの人が現
げん

状
じょう

に満

足したりあきらめたりしているとは思っていません。

（藤原）日本でも、海外の事例を参考にしながらさまざま

な取りくみをしていかなくてはなりません。この本を読ん

だ日本の読者に対し、具体的にどんな行動を期待しますか。

（アビング博士）まず、なぜプラスチックがこんなに広まっ

たのか、どんなに世界を汚
お

染
せん

しているかを学んでほしいので

す。それが、自分のまわりにあふれかえっているプラスチッ

クをどう減
へ

らせるかを考えることにつながります。そして、

　　１. 使用するプラスチックを減
へ

らす。

　　２. すぐに捨
す

てないで何度も使う。

　　３. プラスチックの分
ぶん

別
べつ

回
かい

収
しゅう

に協力する。

　　４. 使いすてプラスチックを使わない日を決める。

ということを、ひとりひとりが実行に移
うつ

してもらいたいで

すね。国をこえて協力しあい、努力するしか、解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

は

ないのですから。

ミヒル・ロスカム・アビング（原
げん

著
ちょ

作
さく

者
しゃ

）×藤
ふ じ

原
わ ら

幸
こ う

一
い ち

（監
かん

訳
やく

者
しゃ

）

特別対談

↑ 2019年 4月、オランダのアムステルダムにあるアビング
博
はか

士
せ

の自
じ

宅
た く

にて対談が行われた。

↑プラスチックボトルを回
かい

収
しゅう

する「ボトルデポジット・マシ
ン」。オランダのスーパーマーケットに設

せ っ

置
ち

されている。
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